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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】インクの分散性を向上させ、吐出安定性、保存
安定性に優れ、画像濃度が高く、ブリードが抑制され、
かつ耐擦過性や耐マーカー性に優れる印刷物を得ること
ができるインクを提供する。
【解決手段】少なくとも水、水溶性有機溶媒、色材及び
界面活性剤を含んでなるインクジェット記録用インクで
あって、前記色材を分散する前記界面活性剤は、下記式
（１）で表されるアニオン系活性剤の群から選ばれるＨ
ＬＢ値が１２以上２０以下の界面活性剤。

Ｒ１は炭素数２～２４のアルキル基、アルケニル基、ア
ルキルフェニル基、またはアルキルアリル基を示し、Ａ
は－ＣＯＯＭ１、－ＳＯ３Ｍ２、－ＰＯ（ＯＭ３）ＯＭ
４のいずれかを示し、ｍは１５～４０の整数。Ａに含ま
れる前記Ｍ１、Ｍ２、Ｍ４はアルカリ金属、第四級アン
モニウム、第四級ホスホニウム、アルカノールアミンの
いずれかを示す。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
少なくとも水、水溶性有機溶媒、色材及び界面活性剤を含んでなるインクジェット記録用
インクであって、前記色材は、前記界面活性剤により分散された界面活性剤分散型の顔料
（Ａ）及び樹脂被覆型の顔料（Ｂ）を含むものであり、前記界面活性剤は、下記式（１）
で表されるアニオン系活性剤の群から選ばれるＨＬＢ値が１２以上２０以下の界面活性剤
であることを特徴とするインクジェット記録用インク。
【化１】

ただし、前記式（１）中、Ｒ１は炭素数２～２４のアルキル基、アルケニル基、アルキル
フェニル基、またはアルキルアリル基を示し、
Ａは－ＣＯＯＭ１、－ＳＯ３Ｍ２、－ＰＯ（ＯＭ３）ＯＭ４のいずれかを示し、ｍは１５
～４０の整数である。
さらに、Ａに含まれる前記Ｍ１、Ｍ２、Ｍ４はアルカリ金属、第四級アンモニウム、第四
級ホスホニウム、アルカノールアミンのいずれかを示し、Ｍ３は水素原子又はＲ２（ＣＨ

２ＣＨ２Ｏ）ｎを示す。
Ｍ３中に含まれるＲ２は炭素数１～４のアルキル基、アルケニル基、アルキルフェニル基
、またはアルキルアリル基を示し、ｎは４～２０の整数である。
【請求項２】
前記界面活性剤分散型顔料（Ａ）と前記樹脂被覆型顔料（Ｂ）のインク中の固形分質量比
（Ａ：Ｂ）が、９０：１０～５０：５０であることを特徴とする請求項１に記載のインク
ジェット記録用インク。
【請求項３】
前記界面活性剤の含有量が前記界面活性剤分散型顔料１質量部に対して０．１質量部から
２質量部である請求項１または２に記載のインクジェット記録用インク。
【請求項４】
請求項１乃至３のいずれかに記載のインクジェット記録用インクを容器内に収容してなる
ことを特徴とするインクカートリッジ。
【請求項５】
請求項１乃至３のいずれかに記載のインクジェット記録用インクに熱エネルギーまたは力
学的エネルギーを作用させ、該インクを飛翔させて画像を記録するインク飛翔手段を少な
くとも有することを特徴とするインクジェット記録装置。
【請求項６】
請求項１乃至３のいずれかに記載のインクジェット記録用インクに熱エネルギーまたは力
学的エネルギーを作用させ、該インクを飛翔させて画像を記録することを特徴とするイン
クジェット記録方法。
【請求項７】
記録媒体上に請求項１乃至３のいずれかに記載のインクジェット記録用インクを用いて形
成された画像を有してなることを特徴とするインク記録物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、インクジェット記録用インク、それを用いたインクカートリッジ、インクジ
ェット記録方法、インクジェット記録方法、及びインク記録物に関し、インクの保存安定
性、吐出安定性に優れ、かつ、画像濃度が高く色境界滲みがなく画像堅牢性に優れる高品
質な画像が得られるインクジェット記録用インクに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
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　インクジェット記録方式は、他の記録方式に比べてプロセスが簡単であるためフルカラ
ー化が容易であり、簡略な構成の装置であっても高解像度の画像が得られるという利点が
ある。このようなインクジェット記録方式に用いられるインクとしては、各種の水溶性染
料を水、又は水と有機溶剤との混合液に溶解させた染料系インクが使用されているが、染
料系インクは色調の鮮明性には優れているものの耐光性に劣るという欠点があり、耐水性
、耐候性の点で染料のものより優れる顔料を用いたインクが用いられている。
【０００３】
顔料を水性媒体中に分散させる方法としては、界面活性剤や水溶性樹脂のような分散剤を
使用する方法や、顔料の表面にカルボキシル基、ヒドロキシル基、スルホン基、リン酸基
や４級アンモニウム及びその塩が結合するような表面処理をする方法やイオン性基の結合
した樹脂で顔料を被覆する方法が知られている。
【０００４】
　特許文献１の特開２００１－８１３７２号公報には、ポリオキシエチレンエーテル硫酸
エステル塩により顔料を分散し、長期保存安定性に優れ、色彩彩度が鮮やかであるとされ
るインクジェット記録用インクが開示されている。また、特許文献２の特開２００３－３
２７８８０号公報には、吐出安定性や保存安定性に優れるインクを得る目的で、無機顔料
粒子を有機顔料又はカーボンブラックで被覆した色材粒子をアニオン系界面活性剤で分散
させ、吐出安定に優れ染料インクに匹敵する色調に優れたインクが開示されている。
【０００５】
しかし、分散安定性向上のため界面活性剤を大量に使用すると気泡の発生、画質の劣化等
の問題が発生し、顔料を長期にわたり安定に分散させるのは困難である。近年では、イン
クジェットプリンタの用途も多様化しているため、長期保存安定性や色調だけでなく、印
字物の堅牢性、画像濃度の向上が求められている。
【０００６】
特許文献３の特開２００９－１４９７５８号公報には、水不溶性ポリマー粒子を含む自己
分散型顔料インクが開示されている。このインクは顔料が樹脂で被覆されているため堅牢
性の高い画像を形成できるが、樹脂で被覆するため粒子径が大きくなり、吐出安定性に劣
るという欠点を有するものであった。
【０００７】
上記のように、界面活性剤で分散される顔料は、印字物の堅牢性が低く、また、分散状態
を安定させるために界面活性剤を使用する必要があり、気泡の発生、画質の劣化等が生じ
る場合がある。一方、樹脂被覆型の顔料は分散剤を必要とせず、耐擦過性や耐マーカー性
に優れるものであるが、画像濃度と吐出安定性との両立が困難であり、保存安定性と吐出
安定性を確保しつつ、印字物の画像堅牢性の高いインクが得ることは困難である。
　そこで、樹脂被覆型の顔料と界面活性剤分散型の顔料とを組み合わせることが考えられ
るが、分散方法が異なる顔料を混在させると、他の顔料の影響を受けて凝集しやすく分散
性が低下するという問題を生じる。
【０００８】
特許文献４の特開２００９－１４９８１５号公報には、界面活性剤分散型の顔料と自己分
散型の顔料との、分散方法が異なる顔料をナフタレンスルホン酸ナトリウム縮合物で分散
することが開示されているが、画像堅牢性が十分ではなく、また、ブラックインクに限定
されカラーインクに適用できるものではなかった。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
本発明は、界面活性剤分散型の顔料（Ａ）及び樹脂被覆型の顔料（Ｂ）を含むインクの分
散性を向上させ、吐出安定性、保存安定性に優れ、画像濃度が高く、ブリードが抑制され
、かつ耐擦過性や耐マーカー性に優れる印刷物を得ることができるインクを提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
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【００１０】
本発明者は前記課題を解決するために鋭意検討した結果、オキシエチレン鎖を含有するＨ
ＬＢ値が１２以上２０以下の特定のアニオン系活性剤であると界面活性剤分散型の顔料（
Ａ）及び樹脂被覆型の顔料（Ｂ）を含むインクを安定して分散でき、保存安定性と吐出安
定性を確保しつつ、堅牢性が高いカラー画像も形成できるインクを提供できることを見出
した。
また、前記アニオン系活性剤により、インク中にカウンターカチオンが存在し、紙面上で
インクの水分が蒸発したときに、前記カチオン成分と樹脂被覆型顔料が相互作用を起こし
て速やかに凝集し、画像濃度が高く、素早い凝集により異なる色間の混ざり（ブリード）
の発生も抑制され、上記課題を解決できることを見出した。
すなわち、上記課題は、本発明の下記（１）～（７）によって解決される。
（１）少なくとも水、水溶性有機溶媒、色材及び界面活性剤を含んでなるインクジェット
記録用インクであって、前記色材は、前記界面活性剤により分散された界面活性剤分散型
の顔料（Ａ）及び樹脂被覆型の顔料（Ｂ）を含むものであり、前記界面活性剤は、下記式
（１）で表されるアニオン系活性剤の群から選ばれるＨＬＢ値が１２以上２０以下の界面
活性剤であることを特徴とするインクジェット記録用インク。
【００１１】
【化１】

ただし、前記式（１）中、Ｒ１は炭素数２～２４のアルキル基、アルケニル基、アルキル
フェニル基、またはアルキルアリル基を示し、
Ａは－ＣＯＯＭ１、－ＳＯ３Ｍ２、－ＰＯ（ＯＭ３）ＯＭ４のいずれかを示し、ｍは１５
～４０の整数である。
さらに、Ａに含まれる前記Ｍ１、Ｍ２、Ｍ４はアルカリ金属、第四級アンモニウム、第四
級ホスホニウム、アルカノールアミンのいずれかを示し、Ｍ３は水素原子又はＲ２（ＣＨ

２ＣＨ２Ｏ）ｎを示す。
Ｍ３中に含まれるＲ２は炭素数１～４のアルキル基、アルケニル基、アルキルフェニル基
、またはアルキルアリル基を示し、ｎは４～２０の整数である。
（２）前記界面活性剤分散型顔料（Ａ）と前記樹脂被覆型顔料（Ｂ）のインク中の固形分
質量比（Ａ：Ｂ）が、９０：１０～５０：５０であることを特徴とする前記（１）に記載
のインクジェット記録用インク。
（３）前記界面活性剤の含有量が前記界面活性剤分散型顔料１質量部に対して０．１質量
部から２質量部である前記（１）または（２）に記載のインクジェット記録用インク。
（４）前記（１）乃至（３）のいずれかに記載のインクジェット記録用インクを容器内に
収容してなることを特徴とするインクカートリッジ。
（５）前記（１）乃至（３）のいずれかに記載のインクジェット記録用インクに熱エネル
ギーまたは力学的エネルギーを作用させ、該インクを飛翔させて画像を記録するインク飛
翔手段を少なくとも有することを特徴とするインクジェット記録装置。
（６）前記第（１）乃至（３）のいずれかに記載のインクジェット記録用インクに熱エネ
ルギーまたは力学的エネルギーを作用させ、該インクを飛翔させて画像を記録することを
特徴とするインクジェット記録方法。
（７）記録媒体上に前記（１）乃至（３）のいずれかに記載のインクジェット記録用イン
クを用いて形成された画像を有してなることを特徴とするインク記録物。
【発明の効果】
【００１２】
　以下の詳細かつ具体的な説明から理解されるように、吐出安定性、保存安定性に優れ、
画像濃度が高く、ブリードが抑制され、かつ堅牢性が高いカラー画像も形成できるインク
を得ることができる。
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【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明を適用したインク組成物を収容するインクカートリッジを搭載するシリア
ル型インクジェット記録装置の構成例を示す概略正面図である。
【図２】記録装置に装填する前のインクカートリッジの外観斜視図である。
【図３】インクカートリッジの正断面図である。
【図４】記録ヘッドと一体化されたインクカートリッジの外観斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
本発明のインクジェット記録用インクは、少なくとも水、水溶性有機溶媒、色材及び界面
活性剤を含んでなるインクジェット記録用インクであって、前記色材は、前記界面活性剤
により分散された界面活性剤分散型の顔料（Ａ）及び樹脂被覆型の顔料（Ｂ）を含むもの
であり、前記界面活性剤は、下記式（１）で表されるアニオン系活性剤の群から選ばれる
ＨＬＢ値が１２以上２０以下の界面活性剤であることを特徴とするインクジェット記録用
インクであり、更に必要に応じて、樹脂エマルジョン（分散安定化剤）、浸透剤、消泡剤
、ｐＨ調整剤、防腐防黴剤、防錆剤、酸化防止剤等、その他の成分を含有してなるもので
ある。
【００１５】
【化２】

ただし、前記式（１）中、Ｒ１は炭素数２～２４のアルキル基、アルケニル基、アルキル
フェニル基、またはアルキルアリル基を示し、
Ａは－ＣＯＯＭ１、－ＳＯ３Ｍ２、－ＰＯ（ＯＭ３）ＯＭ４のいずれかを示し、ｍは５～
４０の整数である。
さらに、Ａに含まれる前記Ｍ１、Ｍ２、Ｍ４はアルカリ金属、第四級アンモニウム、第四
級ホスホニウム、アルカノールアミンのいずれかを示し、Ｍ３は水素原子又はＲ２（ＣＨ

２ＣＨ２Ｏ）ｎを示す。
Ｍ３中に含まれるＲ２は炭素数１～４のアルキル基、アルケニル基、アルキルフェニル基
、またはアルキルアリル基を示し、ｎは４～２０の整数である。
【００１６】
＜界面活性剤分散型顔料＞
　本発明の界面活性剤分散型顔料は、後述する界面活性剤により水性媒体中に分散できる
ものであれば、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができる。
例えば、無機顔料、及び有機顔料のいずれであってもよく、これらは、１種単独で使用し
てもよいし、２種以上を併用してもよい。
【００１７】
　前記無機顔料としては、例えば、酸化チタン、酸化鉄、炭酸カルシウム、硫酸バリウム
、水酸化アルミニウム、バリウムイエロー、紺青、カドミウムレッド、クロムイエロー、
金属粉、カーボンブラック、などが挙げられる。これらの中でも、カーボンブラックなど
が好ましい。なお、前記カーボンブラックとしては、例えば、コンタクト法、ファーネス
法、サーマル法などの公知の方法によって製造されたものが挙げられる。
【００１８】
　前記有機顔料としては、例えば、アゾ顔料、アゾメチン顔料、多環式顔料、染料キレー
ト、ニトロ顔料、ニトロソ顔料、アニリンブラック、などが挙げられる。これらの中でも
、アゾ顔料、多環式顔料などがより好ましい。
　前記アゾ顔料としては、例えば、アゾレーキ、不溶性アゾ顔料、縮合アゾ顔料、キレー
トアゾ顔料、などが挙げられ、前記多環式顔料としては、例えば、フタロシアニン顔料、
ぺリレン顔料、ぺリノン顔料、アントラキノン顔料、キナクリドン顔料、ジオキサジン顔
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料、インジゴ顔料、チオインジゴ顔料、イソインドリノン顔料、キノフラロン顔料、ロー
ダミンＢレーキ顔料、などが挙げられ、前記染料キレートとしては、例えば、塩基性染料
型キレート、酸性染料型キレート、などが挙げられる。
　また、黒色用のものとしては、例えば、ファーネスブラック、ランプブラック、アセチ
レンブラック、チャンネルブラック等のカーボンブラック（Ｃ．Ｉ．ピグメントブラック
７）類、銅、鉄（Ｃ．Ｉ．ピグメントブラック１１）、酸化チタン等の金属類、アニリン
ブラック（Ｃ．Ｉ．ピグメントブラック１）等の有機顔料、などが挙げられる。
　前記カーボンブラックとしては、ファーネス法、チャネル法で製造されたカーボンブラ
ックで、一次粒径が、１５ｎｍ～４０ｎｍ、ＢＥＴ法による比表面積が、５０ｍ２／ｇ～
３００ｍ２／ｇ、ＤＢＰ吸油量が４０ｍｌ／１００ｇ～１５０ｍｌ／１００ｇ、揮発分が
０．５％～１０％、ｐＨ値が２～９を有するものが好ましい。
【００１９】
　本発明で言うカーボンブラックの揮発分とは、次の測定方法によって得られる値を意味
する。 
　即ち、カーボンブラックの乾燥試料を、白金坩堝又はそれと同形、同容量の落とし蓋付
き磁器坩堝に、蓋下２ｍｍを超えない程度まで打振して詰め、重量（ＷＤ）を量る。 
次いで、坩堝に蓋をして電気炉に入れ、９５０±２５℃で正確に７分間加熱した後、取り
出し、デジケーター中で室温になるまで放冷して加熱後の重量（ＷＲ）を量る。 
　これらの重量を次の式に代入して得られる値（Ｖ）が揮発分である。 
【００２０】
【数１】

〔Ｖ：揮発分（％）、ＷＤ：乾燥試料の重量（ｇ）、ＷＲ：加熱後の試料の重量（ｇ）〕
【００２１】
　前記カーボンブラックとしては、市販品を用いることができ、前記市販品としては、例
えば、Ｎｏ．２３００、Ｎｏ．９００、ＭＣＦ－８８、Ｎｏ．３３、Ｎｏ．４０、Ｎｏ．
４５、Ｎｏ．５２、ＭＡ７、ＭＡ８、ＭＡ１００、Ｎｏ．２２００Ｂ（いずれも、三菱化
学株式会社製）；Ｒａｖｅｎ７００、同５７５０、同５２５０、同５０００、同３５００
、同１２５５（いずれも、コロンビア社製）；Ｒｅｇａｌ４００Ｒ、同３３０Ｒ、同６６
０Ｒ、Ｍｏｇｕｌ　Ｌ、Ｍｏｎａｒｃｈ７００、同８００、同８８０、同９００、同１０
００、同１１００、同１３００、Ｍｏｎａｒｃｈ１４００（いずれも、キャボット社製）
；カラーブラックＦＷ１、同ＦＷ２、同ＦＷ２Ｖ、同ＦＷ１８、同ＦＷ２００、同Ｓ１５
０、同Ｓ１６０、同Ｓ１７０、プリンテックス３５、同Ｕ、同Ｖ、同１４０Ｕ、同１４０
Ｖ、スペシャルブラック６、同５、同４Ａ、同４（いずれも、デグッサ社製）、などが挙
げられる。
【００２２】
　前記カラー用のものとして、イエローインクに使用できる顔料としては、特に制限はな
く、目的に応じて適宜選択することができ、例えばＣ．Ｉ．ピグメントイエロー１、Ｃ．
Ｉ．ピグメントイエロー２、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー３、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロ
ー１２、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１３、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１４、Ｃ．Ｉ．
ピグメントイエロー１６、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１７、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロ
ー７３、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー７４、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー７５、Ｃ．Ｉ．
ピグメントイエロー８３、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー９３、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロ
ー９５、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー９７、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー９８、Ｃ．Ｉ．
ピグメントイエロー１１４、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１２０、Ｃ．Ｉ．ピグメントイ
エロー１２８、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１２９、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１３８
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、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１５０、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１５１、Ｃ．Ｉ．ピ
グメントイエロー１５４、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１５５、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエ
ロー１７４、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１８０、などが挙げられる。
【００２３】
　マゼンタインクに使用できる顔料としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択す
ることができ、例えばＣ．Ｉ．ピグメントレッド５、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド７、Ｃ．
Ｉ．ピグメントレッド１２、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド４８（Ｃａ）、Ｃ．Ｉ．ピグメン
トレッド４８（Ｍｎ）、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド５７（Ｃａ）、Ｃ．Ｉ．ピグメントレ
ッド５７：１、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１１２、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１２２、Ｃ
．Ｉ．ピグメントレッド１２３、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１４６、Ｃ．Ｉ．ピグメント
レッド１６８、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１７６、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１８４、Ｃ
．Ｉ．ピグメントレッド１８５、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２０２、ピグメントバイオレ
ット１９、などが挙げられる。
【００２４】
　シアンインクに使用できる顔料としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択する
ことができ、例えばＣ．Ｉ．ピグメントブルー１、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー２、Ｃ．Ｉ
．ピグメントブルー３、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５
：３、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５：４、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５：３４、Ｃ．
Ｉ．ピグメントブルー１６、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー２２、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー
６０、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー６３、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー６６；Ｃ．Ｉ．バット
ブルー４、Ｃ．Ｉ．バットブルー６０、などが挙げられる。
【００２５】
　また、本発明で使用する各インクに含有される顔料は、本発明のために新たに製造され
たものでも使用可能である。
　なお、イエロー顔料としてピグメントイエロー７４、マゼンタ顔料としてピグメントレ
ッド１２２、ピグメントバイオレッド１９、シアン顔料としてピグメントブルー１５：３
の組み合わせであると、色調、耐光性が優れ、バランスの取れたインクが得られるため、
前記顔料を組合せることが好ましい。
【００２６】
　前記界面活性剤分散型顔料は、水性媒体中に分散され、顔料の分散体として使用される
。前記分散体は、前記顔料、後述する界面活性剤、水、必要に応じて各種添加剤をビーズ
ミル、例えば、ダイノーミルKDL型（株式会社シンマルエンタープライゼス製）、アジテ
ーターミルLMZ（アシザワ・ファインテック株式会社製）、SCミル（三井鉱山株式会社製
）などの分散機で分散し、更に、ビーズミル分散の後、ビーズレスミル、例えば、高速せ
ん断力タイプのCLEARSS５（エム・テクニック株式会社製）、キャビトロンCD1010（株式
会社ユーロテック製）、モジュールDR2000（株式会社シンマルエンタープライゼス製）、
薄膜旋回タイプのT.K.フィルミックス（特殊機化工業株式会社製）、超高圧衝突タイプの
アルテマイザー（株式会社スギノマシン製）、ナノマイザー（吉山機械興業株式会社製）
、などにより分散することにより得られる。
　前記ビーズミルで使用するビーズとしては、通常セラミックビーズが好適であり、一般
的にはジルコニアボールが使用される。ビーズ径は０．０５ｍｍ以下が好ましく、０．０
３ｍｍ以下がより好ましい、
　また、前記分散の前工程において、ホモジナイザー等で粗大粒子を前処理することによ
り、より一層粒度分布をシャープにすることができ、画像濃度、吐出安定性の改善などに
繋がる。
【００２７】
＜樹脂被覆型顔料＞
　本発明で用いられる樹脂被覆型顔料は、顔料がポリマーに含有されてなる粒子、すなわ
ち、顔料を含有するポリマー粒子を指す。ポリマーは水不溶性ポリマーであることが好ま
しい。
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【００２８】
本発明の樹脂被覆型顔料に含まれる顔料は、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択する
ことができ、前記界面活性剤分散型顔料と同じ顔料を用いることができる。
【００２９】
　顔料を被覆する樹脂としては、ビニル系ポリマー、ポリエステル系ポリマー、ポリウレ
タン系ポリマー等を使用できる。これらの中では、水系インクの分散安定性の観点から、
ビニル単量体（ビニル化合物、ビニリデン化合物、ビニレン化合物）の付加重合により得
られるビニル系ポリマー（以下、単に「ビニルポリマー」ともいう）を用いることが好ま
しい。
【００３０】
　ビニルポリマーとしては、（ａ）塩生成基含有モノマー（以下「（ａ）成分」ともいう
）と、（ｂ）マクロマー（以下「（ｂ）成分」ともいう）及び／又は（ｃ）疎水性モノマ
ー（以下「（ｃ）成分」ともいう）とを含むモノマー混合物（以下「モノマー混合物」と
もいう）を共重合させてなるポリマーが好ましい。
このポリマーは、（ａ）成分由来の構成単位と、（ｂ）成分由来の構成単位及び／又は（
ｃ）成分由来の構成単位を有する。より好適なビニルポリマーは、（ａ）成分由来の構成
単位、又は（ａ）成分由来の構成単位及び（ｃ）成分由来の構成単位を主鎖に有し、（ｂ
）成分由来の構成単位を側鎖に有するグラフトポリマーである。
【００３１】
＜（ａ）塩生成基含有モノマー＞
　（ａ）塩生成基含有モノマーは、得られる水分散体の分散安定性を高める観点から用い
られる。塩生成基としては、カルボキシ基、スルホン酸基、リン酸基、アミノ基、アンモ
ニウム基等が挙げられるが、特にカルボキシ基が好ましい。塩生成基含有モノマーとして
は、カチオン性モノマー、アニオン性モノマー等が挙げられ、カチオン性のモノマーとし
て、不飽和３級アミン含有モノマー、不飽和アンモニウム塩含有モノマー等があり、具体
的には、ビニルピリジン、２－メチル－５－ビニルピリジン、２－エチル－５－ビニルピ
リジンの如きモノビニルピリジン類； N,N－ジメチルアミノスチレン、 N,N－ジメチルア
ミノメチルスチレンの如きジアルキルアミノ基を有するスチレン類； N,N－ジメチルアミ
ノエチルアクリレート、 N,N－ジメチルアミノエチルメタクリレート、 N,N－ジエチルア
ミノエチルアクリレート、 N,N－ジエチルアミノエチルメタクリレート、 N,N－ジメチル
アミノプロピルアクリレート、 N,N－ジメチルアミノプロピルメタクリレート、 N,N－ジ
エチルアミノプロピルアクリレート、 N,N－ジエチルアミノプロピルメタクリレートの如
きアクリル酸又はメタクリル酸のジアルキルアミノ基を有するエステル類；２－ジメチル
アミノエチルビニルエーテルの如きジアルキルアミノ基を有するビニルエーテル類； N－
(N',N'－ジメチルアミノエチル）アクリルアミド、 N－(N',N'－ジメチルアミノエチル）
メタクリルアミド、 N－(N',N'－ジエチルアミノエチル）アクリルアミド、 N－(N',N'－
ジエチルアミノエチル）メタクリルアミド、 N－(N',N'－ジメチルアミノプロピル）アク
リルアミド、 N－(N',N'－ジメチルアミノプロピル）メタクリルアミド、 N－(N',N'－ジ
エチルアミノプロピル）アクリルアミド、 N－(N',N'－ジエチルアミノプロピル）メタク
リルアミドの如きジアルキルアミノ基を有するアクリルアミド又はメタクリルアミド類、
あるいはこれらをハロゲン化アルキル（アルキル基の炭素数１から18、ハロゲンとして塩
素、臭素、ヨウ素）、ハロゲン化ベンジル、例えば塩化ベンジル又は臭化ベンジル、アル
キル又はアリールスルホン酸、例えばメタンスルホン酸、ベンゼンスルホン酸又はトルエ
ンスルホン酸のアルキルエステル（アルキル基の炭素数１から18）、及び硫酸ジアルキル
（アルキル基の炭素数１から４）の如き公知の４級化剤で４級化したものやビニルピロリ
ドン等が挙げられ、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチル（メタ）アクリレート、Ｎ－（Ｎ'，
Ｎ'－ジメチルアミノプロピル）（メタ）アクリルアミド及びビニルピロリドンであるこ
とが好ましい。
【００３２】
また、アニオン性のモノマーとしては、不飽和カルボン酸モノマー、不飽和スルホン酸モ
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ノマー、不飽和リン酸モノマー等があり、具体的には、不飽和カルボン酸モノマーとして
は、アクリル酸、メタクリル酸、クロトン酸、イタコン酸、マレイン酸、フマル酸、シト
ラコン酸、２－メタクリロイルオキシメチルコハク酸等、又はそれらの無水物及び塩があ
り、不飽和スルホン酸モノマーとしては、スチレンスルホン酸、２－アクリルアミド－２
－メチルプロパンスルホン酸、３－スルホプロピル（メタ）アクリル酸エステル、ビス－
（３－スルホプロピル）－イタコン酸エステル等及びそれらの塩、その他２－ヒドロキシ
エチル（メタ）アクリル酸の硫酸モノエステル及びそれらの塩があり、不飽和リン酸モノ
マーとしては、ビニルホスホン酸、ビニルホスフェート、ビス（メタアクリロキシエチル
）ホスフェート、ジフェニル－２－アクリロイロキシエチルホスフェート、ジフェニル－
２－メタクリロイロキシエチルホスフェート、ジブチル－２－アクリロイロキシエチルホ
スフェート、ジブチル－２－メタクリロイロキシエチルホスフェート、ジオクチル－２－
（メタ）アクリロイロキシエチルホスフェート等が挙げられ、分散安定性、吐出安定性の
観点から、不飽和カルボン酸モノマーが好ましく、アクリル酸及びメタクリル酸であるこ
とがより好ましい。
【００３３】
＜（ｂ）マクロマー＞
　（ｂ）マクロマーは、特にポリマー粒子が着色剤を含有した場合に、ポリマー粒子の分
散安定性を高める観点から用いられる。（ｂ）マクロマーとしては、数平均分子量５００
～１００，０００、好ましくは１，０００～１０，０００の重合可能な不飽和基を有する
モノマーであるマクロマーが挙げられる。
なお、（ｂ）マクロマーの数平均分子量は、溶媒として１ｍｍｏｌ／Ｌのドデシルジメチ
ルアミンを含有するクロロホルムを用いたゲルクロマトグラフィー法により、標準物質と
してポリスチレンを用いて測定される。
【００３４】
　（ｂ）マクロマーの中では、着色剤含有ポリマー粒子の分散安定性等の観点から、片末
端に重合性官能基を有する、スチレン系マクロマー及び芳香族基含有（メタ）アクリレー
ト系マクロマーが好ましい。
　スチレン系マクロマーとしては、スチレン系モノマー単独重合体、又はスチレン系モノ
マーと他のモノマーとの共重合体が挙げられる。スチレン系モノマーとしては、スチレン
、２－メチルスチレン、ビニルトルエン、エチルビニルベンゼン、ビニルナフタレン、ク
ロロスチレン等が挙げられる。
　芳香族基含有（メタ）アクリレート系マクロマーとしては、芳香族基含有（メタ）アク
リレートの単独重合体又はそれと他のモノマーとの共重合体が挙げられる。芳香族基含有
（メタ）アクリレートとしては、ヘテロ原子を含む置換基を有していてもよい、炭素数７
～２２、好ましくは炭素数７～１８、更に好ましくは炭素数７～１２のアリールアルキル
基、又は、ヘテロ原子を含む置換基を有していてもよい、炭素数６～２２、好ましくは炭
素数６～１８、更に好ましくは炭素数６～１２のアリール基を有する（メタ）アクリレー
トであり、ヘテロ原子を含む置換基としては、ハロゲン原子、エステル基、エーテル基、
ヒドロキシ基等が挙げられる。例えばベンジル（メタ）アクリレート、フェノキシエチル
（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシ－３－フェノキシプロピルアクリレート、２－メ
タクリロイロキシエチル－２－ヒドロキシプロピルフタレート等が挙げられ、特にベンジ
ル（メタ）アクリレートが好ましい。
【００３５】
　また、それらのマクロマーの片末端に存在する重合性官能基としては、アクリロイルオ
キシ基又はメタクリロイルオキシ基が好ましく、共重合される他のモノマーとしては、ア
クリロニトリル等が好ましい。
　スチレン系マクロマー中におけるスチレン系モノマー、又は芳香族基含有（メタ）アク
リレート系マクロマー中における芳香族基含有（メタ）アクリレートの含有量は、顔料と
の親和性を高める観点から、好ましくは５０重量％以上、より好ましくは７０重量％以上
である。
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【００３６】
　（ｂ）マクロマーは、オルガノポリシロキサン等の他の構成単位からなる側鎖を有する
ものであってもよい。この側鎖は、例えば下記式（２）で表される片末端に重合性官能基
を有するシリコーン系マクロマーを共重合することにより得ることができる。
【００３７】
【化３】

（式（２）中、ｔは８～４０の数を示す。）。
　（ｂ）成分として商業的に入手しうるスチレン系マクロマーとしては、例えば、東亜合
成株式会社の商品名、ＡＳ－６（Ｓ）、ＡＮ－６（Ｓ）、ＨＳ－６（Ｓ）等が挙げられる
。
【００３８】
＜（ｃ）疎水性モノマー＞
　（ｃ）疎水性モノマーは、印字濃度の向上の観点から用いられる。疎水性モノマーとし
ては、アルキル（メタ）アクリレート、芳香族基含有モノマー等が挙げられる。
　アルキル（メタ）アクリレートとしては、炭素数１～２２、好ましくは炭素数６～１８
のアルキル基を有するものが好ましく、例えば、メチル（メタ）アクリレート、エチル（
メタ）アクリレート、（イソ）プロピル（メタ）アクリレート、（イソ又はターシャリー
）ブチル（メタ）アクリレート、（イソ）アミル（メタ）アクリレート、シクロヘキシル
（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル（メタ）アクリレート、（イソ）オクチル（
メタ）アクリレート、（イソ）デシル（メタ）アクリレート、（イソ）ドデシル（メタ）
アクリレート、（イソ）ステアリル（メタ）アクリレート等が挙げられる。
　なお、本明細書において、「（イソ又はターシャリー）」及び「（イソ）」は、これら
の基が存在する場合としない場合の双方を意味し、これらの基が存在しない場合には、ノ
ルマルを示す。また、「（メタ）アクリレート」は、アクリレート、メタクリレート又は
それらの両方を示す。
　芳香族基含有モノマーとしては、ヘテロ原子を含む置換基を有していてもよい、炭素数
６～２２、好ましくは炭素数６～１８、更に好ましくは炭素数６～１２の芳香族基を有す
るビニルモノマーが好ましく、例えば、前記のスチレン系モノマー（ｃ－１成分）、前記
の芳香族基含有（メタ）アクリレート（ｃ－２成分）が挙げられる。ヘテロ原子を含む置
換基としては、前記のものが挙げられ、（ｃ－１）成分と（ｃ－２）成分を併用すること
も好ましい。
【００３９】
　（ｃ）成分の中では、印字濃度向上の観点から、スチレン系モノマー（ｃ－１成分）を
含むことが好ましく、スチレン系モノマー（ｃ－１成分）としては特にスチレン及び２－
メチルスチレンが好ましい。（ｃ）成分中の（ｃ－１）成分の含有量は、印字濃度向上の
観点から、好ましくは１０～１００重量％、より好ましくは２０～８０重量％である。ま
た、芳香族基含有（メタ）アクリレート（ｃ－２）成分としては、ベンジル（メタ）アク
リレート、フェノキシエチル（メタ）アクリレート等が好ましい。（ｃ）成分中の（ｃ－
２）成分の含有量は、印字濃度及び光沢性の向上の観点から、好ましくは１０～１００重
量％、より好ましくは２０～８０重量％である。
【００４０】
＜（ｄ）水酸基含有モノマー＞
　モノマー混合物には、更に、（ｄ）水酸基含有モノマー（以下「（ｄ）成分」ともいう
）が含有されていてもよい。（ｄ）水酸基含有モノマーは、分散安定性を更に高めるため
に用いられる。
　（ｄ）成分としては、例えば、２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、３－ヒド
ロキシプロピル（メタ）アクリレート、ポリエチレングリコール（ｎ＝２～３０、ｎはオ
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キシアルキレン基の平均付加モル数を示す。以下同じ。）（メタ）アクリレート、ポリプ
ロピレングリコール（ｎ＝２～３０）（メタ）アクリレート、ポリ（エチレングリコール
（ｎ＝１～１５）・プロピレングリコール（ｎ＝１～１５））（メタ）アクリレート等が
挙げられる。これらの中では、２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、ポリエチレ
ングリコールモノメタクリレート、ポリプロピレングリコールメタクリレートが好ましい
。
【００４１】
　モノマー混合物には、更に、（ｅ）下記式（３）で表されるモノマー（以下「（ｅ）成
分」ともいう）が含有されていてもよい。
【００４２】
【化４】

（式（３）中、Ｒ１は、水素原子又は炭素数１～５の低級アルキル基、Ｒ２は、ヘテロ原
子を有していてもよい炭素数１～３０の２価の炭化水素基、Ｒ３は、ヘテロ原子を有して
いてもよい炭素数１～３０の１価の炭化水素基、ｑは、平均付加モル数を意味し、１～６
０の数、好ましくは１～３０の数を示す。）
　（ｅ）成分は、吐出性を更に高めるために用いられる。
　式（３）において、ヘテロ原子としては、例えば、窒素原子、酸素原子、ハロゲン原子
及び硫黄原子が挙げられる。
　Ｒ１の好適例としては、メチル基、エチル基、（イソ）プロピル基等が挙げられる。
　Ｒ２Ｏ基の好適例としては、オキシエチレン基、オキシトリメチレン墓、オキシプロパ
ン－１，２－ジイル基、オキシテトラメチレン基、オキシヘプタメチレン基、オキシヘキ
サメチレン基及びこれらの２種以上の組合せからなる炭素数２～７のオキシアルカンジイ
ル基（オキシアルキレン基）が挙げられる。
　Ｒ３の好適例としては、炭素数１～３０、好ましくは炭素数１～２０の脂肪族アルキル
基、芳香族環を有する炭素数７～３０のアルキル基及びヘテロ環を有する炭素数４～３０
のアルキル基が挙げられる。
【００４３】
　（ｅ）成分の具体例としては、メトキシポリエチレングリコール（１～３０：式（３）
中のｑの値を示す。以下、同じ）（メタ）アクリレート、メトキシポリテトラメチレング
リコール（１～３０）（メタ）アクリレート、エトキシポリエチレングリコール（１～３
０）（メタ）アクリレート、オクトキシポリエチレングリコール（１～３０）（メタ）ア
クリレート、ポリエチレングリコール（１～３０）（メタ）アクリレート２－エチルヘキ
シルエーテル、（イソ）プロポキシポリエチレングリコール（１～３０）（メタ）アクリ
レート、ブトキシポリエチレングリコール（１～３０）（メタ）アクリレート、メトキシ
ポリプロピレングリコール（１～３０）（メタ）アクリレート、メトキシ（エチレングリ
コール・プロピレングリコール共重合）（１～３０、その中のエチレングリコール：１～
２９）（メタ）アクリレート等が挙げられる。これらの中では、オクトキシポリエチレン
グリコール（１～３０）（メタ）アクリレート、ポリエチレングリコール（１～３０）（
メタ）アクリレート２－エチルヘキシルエーテルが好ましい。
　商業的に入手しうる（ｄ）、（ｅ）成分の具体例としては、新中村化学工業株式会社の
多官能性アクリレートモノマー（ＮＫエステル）Ｍ－４０Ｇ、同９０Ｇ、同２３０Ｇ、日
本油脂株式会社のブレンマーシリーズ、ＰＥ－９０、同２００、同３５０、ＰＭＥ－１０
０、同２００、同４００、同１０００、ＰＰ－５００、同８００、同１０００、ＡＰ－１
５０、同４００、同５５０、同８００、５０ＰＥＰ－３００、５０ＰＯＥＰ－８００Ｂ、
４３ＰＡＰＥ６００Ｂ等が挙げられる。
　上記（ａ）～（ｅ）成分は、それぞれ単独で又は２種以上を混合して用いることができ
る。
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【００４４】
　ビニルポリマーの製造時における、上記（ａ）～（ｅ）成分のモノマー混合物中におけ
る含有量（未中和量としての含有量。以下同じ）又は該ポリマー中における（ａ）～（ｅ
）成分に由来する構成単位の含有量は、次のとおりである。
　（ａ）成分の含有量は、得られる分散体の分散安定性の観点から、好ましくは２～４０
重量％、より好ましくは２～３０重量％、特に好ましくは３～２０重量％である。
　（ｂ）成分の含有量は、特に着色剤との相互作用を高め、分散安定性を向上する観点か
ら、好ましくは１～２５重量％、より好ましくは５～２０重量％である。
　（ｃ）成分の含有量は、印字濃度向上の観点から、好ましくは５～９８重量％、より好
ましくは１０～６０重量％である。
　（ｄ）成分の含有量は、得られる分散体の分散安定性の観点から、好ましくは５～４０
重量％、より好ましくは７～２０重量％である。
　（ｅ）成分の含有量は、吐出性向上の観点から、好ましくは５～５０重量％、より好ま
しくは１０～４０重量％である。
　モノマー混合物中における〔（ａ）成分＋（ｄ）成分〕の合計含有量は、得られる分散
体の分散安定性の観点から、好ましくは６～６０重量％、より好ましくは１０～５０重量
％である。〔（ａ）成分＋（ｅ）成分〕の合計含有量は、得られる分散体の分散安定性及
び吐出性の観点から、好ましくは６～７５重量％、より好ましくは１３～５０重量％であ
る。また、〔（ａ）成分＋（ｄ）成分＋（ｅ）成分〕の合計含有量は、得られる分散体の
分散安定性及び印字濃度の観点から、好ましくは６～６０重量％、より好ましくは７～５
０重量％である。
　また、〔（ａ）成分／［（ｂ）成分＋（ｃ）成分］〕の重量比は、得られる分散体の分
散安定性及び印字濃度の観点から、好ましくは０．０１～１、より好ましくは０．０２～
０．６７、更に好ましくは０．０３～０．５０である。
【００４５】
＜ポリマーの製造＞
　本発明に用いられるポリマーは、塊状重合法、溶液重合法、懸濁重合法、乳化重合法等
の公知の重合法により、モノマー混合物を共重合させることによって製造される。これら
の重合法の中では、溶液重合法が好ましい。
　溶液重合法で用いる溶媒としては、特に限定されないが、極性有機溶媒が好ましい。極
性有機溶媒が水混和性を有する場合には、水と混合して用いることもできる。極性有機溶
媒としては、例えば、メタノール、エタノール、プロパノール等の炭素数１～３の脂肪族
アルコール；アセトン、メチルエチルケトン（ＭＥＫ）、メチルイソブチルケトン（ＭＩ
ＢＫ）等のケトン類；酢酸エチル等のエステル類等が挙げられる。これらの中では、メタ
ノール、エタノール、アセトン、ＭＥＫ、ＭＩＢＫ又はこれらの１種以上と水との混合溶
媒が好ましい。
　重合の際には、２，２’－アゾビスイソブチロニトリル、２，２’－アゾビス（２，４
－ジメチルバレロニトリル）等のアゾ化合物や、ｔ－ブチルペルオキシオクトエート、ジ
ベンゾイルオキシド等の有機過酸化物等の公知のラジカル重合開始剤を用いることができ
る。ラジカル重合開始剤の量は、モノマー混合物１モルあたり、好ましくは０．００１～
５モル、より好ましくは０．０１～２モルである。
　重合の際には、さらに、オクチルメルカプタン、２－メルカプトエタノール等のメルカ
プタン類、チウラムジスルフィド類等の公知の重合連鎖移動剤を添加してもよい。
【００４６】
　モノマー混合物の重合条件は、使用するラジカル重合開始剤、モノマー、溶媒の種類等
によって異なるので一概には決定することができない。通常、重合温度は、好ましくは３
０～１００℃、より好ましくは５０～８０℃であり、重合時間は、好ましくは１～２０時
間である。また、重合雰囲気は、窒素ガス雰囲気、アルゴン等の不活性ガス雰囲気である
ことが好ましい。
　重合反応の終了後、反応溶液から再沈澱、溶媒留去等の公知の方法により、生成したポ
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リマーを単離することができる。また、得られたポリマーは、再沈澱を繰り返したり、膜
分離、クロマトグラフ法、抽出法等により、未反応のモノマー等を除去して精製すること
ができる。
【００４７】
本発明で用いられるポリマーの重量平均分子量は、印字濃度、光沢性及び着色剤の分散安
定性の観点から、５，０００～５０万が好ましく、１万～４０万がより好ましく、１万～
３０万が更に好ましく、２万～３０万が特に好ましい。なお、ポリマーの重量平均分子量
の測定方法は以下のとおりである。
【００４８】
ポリマーの重量平均分子量の測定
溶媒として、６０ｍｍｏｌ／Ｌのリン酸と５０ｍｍｏｌ／Ｌのリチウムブロマイドを含有
するＮ，Ｎ－ジメチルホルムアミドを用いたゲルクロマトグラフィー法〔東ソー株式会社
製ＧＰＣ装置（ＨＬＣ－８１２０ＧＰＣ）、東ソー株式会社製カラム（ＴＳＫ-ＧＥＬ、
α-Ｍ×２本）、流速：１ｍＬ／ｍｉｎ〕により、標準物質としてポリスチレンを用いて
測定した。
【００４９】
　本発明で用いられるポリマーは、（ａ）塩生成基含有モノマー由来の塩生成基を有して
いる場合は中和剤により中和して用いる。中和剤としては、ポリマー中の塩生成基の種類
に応じて、酸又は塩基を使用することができる。例えば、塩酸、酢酸、プロピオン酸、リ
ン酸、硫酸、乳酸、コハク酸、グリコール酸、グルコン酸、グリセリン酸等の酸、水酸化
リチウム、水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、アンモニア、メチルアミン、ジメチルア
ミン、トリメチルアミン、エチルアミン、ジエチルアミン、トリエチルアミン、トリエタ
ノールアミン、トリブチルアミン等の塩基が挙げられる。
　塩生成基の中和度は、１０～２００％であることが好ましく、さらに２０～１５０％、
特に５０～１５０％であることが好ましい。
　ここで中和度は、塩生成基がアニオン性基である場合、下記式（４）によって求めるこ
とができる。
【００５０】

【化５】

　塩生成基がカチオン性基である場合は、下記式（５）によって求めることができる。
【００５１】
【化６】

　酸価やアミン価は、ポリマーの構成単位から、計算で算出することができる。または、
適当な溶剤（例えばＭＥＫ）にポリマーを溶解して、滴定する方法でも求めることができ
る。ポリマーの酸価又はアミン価は、５０～２００が好ましく、５０～１５０が更に好ま
しい。
【００５２】
＜顔料分散体の製造方法＞
本発明で用いられる樹脂被覆型顔料分散体は、顔料がポリマーに含有されてなる粒子（以
下、「顔料含有ポリマー粒子」ともいう）であることが好ましいが、顔料含有ポリマー粒
子は、以下の工程（１）及び（２）を含む方法により、水分散体として得られることが好
ましい。
　工程（１）：ポリマー、有機溶媒、顔料、及び水を含有する混合物を、分散処理する工
程
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　工程（２）：前記有機溶媒を除去し、顔料を含有する水分散体を得る工程
【００５３】
　前記工程（１）では、まず、ポリマーを有機溶媒に溶解させ、次に顔料、水、及び必要
に応じて中和剤、界面活性剤等を加えて混合し、水中油型の分散体を得る方法が好ましい
。混合物中、顔料は、５～５０重量％が好ましく、１０～４０重量％が更に好ましく、有
機溶媒は、１０～７０重量％が好ましく、１０～５０重量％が更に好ましく、ポリマーは
、２～４０重量％が好ましく、３～２０重量％が更に好ましく、水は、１０～７０重量％
が好ましく、２０～７０重量％が更に好ましい。
【００５４】
　ポリマーが塩生成基を有する場合、中和剤を用いることが好ましい。中和剤を用いて中
和する場合の中和度には、特に限定がない。通常、最終的に得られる水分散体の液性が中
性、例えば、ｐＨが４．５～１０であることが好ましい。前記ポリマーの望まれる中和度
により、ｐＨを決めることもできる。中和剤としては、前記のものが挙げられる。また、
水不溶性グラフトポリマーを予め中和しておいてもよい。
　有機溶媒としては、エタノール、イソプロパノール、イソブタノール等のアルコール系
溶媒、アセトン、ＭＥＫ、ＭＩＢＫ、ジエチルケトン等のケトン系溶媒及びジブチルエー
テル、テトラヒドロフラン、ジオキサン等のエーテル系溶媒が挙げられる。有機溶媒は、
水１００ｇに対する溶解量が２０℃において、５ｇ以上のものが好ましく、１０ｇ以上の
ものが更に好ましく、より具体的には５～８０ｇのものが好ましく、１０～５０ｇのもの
が更に好ましい。特に、ＭＥＫ、ＭＩＢＫが好ましい。
　工程（１）における混合物の分散方法に特に制限はない。本分散だけでポリマー粒子の
平均粒径を所望の粒径となるまで微粒化することもできるが、好ましくは予備分散させた
後、更に剪断応力を加えて本分散を行い、ポリマー粒子の平均粒径を所望の粒径とするよ
う制御することが好ましい。工程（１）の分散は、５～５０℃で行うのが好ましく、１０
～３５℃で行うのが更に好ましい。
【００５５】
　混合物を予備分散させる際には、アンカー翼等の一般に用いられている混合撹拌装置を
用いることができる。混合撹拌装置の中では、ウルトラディスパー〔浅田鉄工株式会社、
商品名〕、エバラマイルダー〔株式会社荏原製作所、商品名〕、ＴＫホモミクサー〔プラ
イミクス株式会社、商品名〕等の高速攪拌混合装置が好ましい。
　本分散の剪断応力を与える手段としては、例えば、ロールミル、ビーズミル、ニーダー
、エクストルーダ等の混練機、高圧ホモゲナイザー〔株式会社イズミフードマシナリ、商
品名〕、ミニラボ８．３Ｈ型〔Rannie社、商品名〕に代表されるホモバルブ式の高圧ホモ
ジナイザー、マイクロフルイダイザー〔Microfluidics 社、商品名〕、ナノマイザー〔ナ
ノマイザー株式会社、商品名〕等のチャンバー式の高圧ホモジナイザー等が挙げられる。
これらの装置は複数を組み合わせることもできる。これらの中では、顔料を用いる場合に
、顔料の小粒子径化の観点から、高圧ホモジナイザーが好ましい。
【００５６】
　前記工程（２）では、得られた分散体から、公知の方法で有機溶媒を留去して水系にす
ることで、顔料含有ポリマー粒子の水分散体を得ることができる。得られた該ポリマー粒
子を含む水分散体中の有機溶媒は実質的に除去されることが好ましいが、本発明の目的を
損なわない限り、残存していてもよい。残留有機溶媒の量は０．１重量％以下が好ましく
、０．０１重量％以下であることがより好ましい。
　得られた顔料含有ポリマー粒子の水分散体は、顔料を含有するポリマーの固体分が水を
主溶媒とする中に分散しているものである。ここで、顔料含有ポリマー粒子の形態は特に
制限はなく、少なくとも顔料とポリマーにより粒子が形成されていればよい。例えば、ポ
リマーに顔料が内包された粒子形態、ポリマー中に顔料が均一に分散された粒子形態、ポ
リマー粒子表面に顔料が露出された粒子形態等が含まれる。
【００５７】
＜色材の添加量＞
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色材の前記記録用インクにおける含有量は、０．１重量％以上、５０．０重量％以下が好
ましく、０．１重量％以上、２０．０重量％以下がより好ましい。
したがって、界面活性剤分散型顔料分散体（Ａ）の添加量はこれに応じた量を添加する必
要があるが、樹脂被覆型顔料分散体（Ｂ）に含まれる顔料との比がＡ：Ｂ＝９０：１０～
５０：５０であると、保存安定性と吐出安定性を確保しつつ、印字物の画像堅牢性の高い
インクが得られやすいため好ましい。
　また、前記色材の５０％平均粒径（Ｄ５０）は、前記範囲内の比率で混合してインクと
した際に、１５０ｎｍ以下が好ましく、１００ｎｍ以下がより好ましく、界面活性剤分散
型顔料分散体（Ａ）と樹脂被覆型顔料分散体（Ｂ）の平均粒径はそれぞれ、１０ｎｍ以上
９０ｎｍ以下、５０ｎｍ以上２００ｎｍ以下である。
ここで、前記顔料の５０％平均粒径は、２３℃、５５％ＲＨの環境下において、日機装株
式会社製マイクロトラックＵＰＡで動的光散乱法により測定したＤ５０の値を示す。
【００５８】
＜界面活性剤＞
　界面活性剤は下記式（１）で表される構造を有し、かつＨＬＢが１２以上２０以下であ
るものであり、前記ＨＬＢは１２以上１８以下であること好ましく、１４以上１８以下で
あることがより好ましい。この界面活性剤はオキシエチレン鎖を含有するため、水分子を
引き付けやすく、分散安定効果が高く、界面活性剤分散型顔料と樹脂被覆型顔料とを混合
しても凝集を起こさず、上記顔料双方を安定して分散させると共に、紙面上でインクの水
分が蒸発したときに、界面活性剤由来のカチオン成分と上記樹脂被覆型顔料が相互作用を
起こして速やかに凝集し、画像濃度が高く、素早い凝集により異なる色間の混ざり（ブリ
ード）の発生も抑制できるものである。
【００５９】
【化７】

ただし、前記式（１）中、Ｒ１は炭素数２～２４のアルキル基、アルケニル基、アルキル
フェニル基、またはアルキルアリル基を示し、
Ａは－ＣＯＯＭ１、－ＳＯ３Ｍ２、－ＰＯ（ＯＭ３）ＯＭ４のいずれかを示し、ｍは５～
４０の整数である。
さらに、Ａに含まれる前記Ｍ１、Ｍ２、Ｍ４はアルカリ金属、第四級アンモニウム、第四
級ホスホニウム、アルカノールアミンのいずれかを示し、Ｍ３は水素原子又はＲ２（ＣＨ

２ＣＨ２Ｏ）ｎを示す。
Ｍ３中に含まれるＲ２は炭素数１～４のアルキル基、アルケニル基、アルキルフェニル基
、またはアルキルアリル基を示し、ｎは４～２０の整数である。
【００６０】
　前記Ｒ１の炭素数は２～２４であることが好ましく、９～２３であることがより好まし
い。２４よりも大きくなると水性媒体への溶解度が低下し、２より小さくなるとＲ１の顔
料への吸着が弱くなり長期間安定して分散することが困難になる。
【００６１】
　オキシエチレン鎖は本発明において分散安定性を確保するための必須条件であり、化合
物のオキシエチレン鎖とアルキル鎖長（ｍ）は、５～４０であり、ｍが４０より大きくな
るとインク組成物の粘度が高くなり吐出性能が悪くなる。またｍが５より小さい場合は長
期にわたって安定に分散することが困難になる。本発明のインクは樹脂被覆分散型顔料を
含みインク組成物の粘度が高くなり易いものである。
さらに、界面活性剤のオキシエチレン鎖は５～１５の範囲にあることが好ましい。５以下
であると、界面活性剤の分子量が小さすぎるために顔料粒子の表面に充分に吸着できず、
分散剤としての作用が低く、インクの保存安定性が低下する。１５以上であると、界面活
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性剤の分子量が大きく、複数の顔料粒子の表面にまたがって吸着を起こし、インクの粘度
が高くなってしまい、吐出安定性が低下することがある。
保存安定性と吐出安定性とを両立させるため、８～１２であることがより好ましい。
【００６２】
　一般式（１）で表される化合物の具体例を遊離酸型で以下に示す。
【００６３】
【化８】

などが挙げられるが、これらに限定されるものではない。
また、これらは単独で用いても、複数のものを混合して用いても良い。
【００６４】
　前記界面活性剤の添加量は、前記顔料１質量部に対して０．１質量部～２質量部が好ま
しく、０．２５質量部～１質量部がより好ましい。これにより高い吐出安定性、保存安定
性が良いインクを得ることができる。
０．１質量部未満であると、保存安定性が劣り、ノズル目詰まりが発生しやすい。２質量
部を超えると粘度が高くなりすぎてインクジェット方式での記録が困難になる傾向がある
。
【００６５】
本発明で用いるＨＬＢは、当業者で慣用されている通りHydrophile-Lipophile Balanceの
頭文字をとった略称であり、界面活性剤の水と油への親和性の程度を表す値である。
一般に、ＨＬＢを算出する方法として、アトラス法、グリフィン法、デイビス法、川上法
と種々の方法が知られており、その方法によって若干の差異を生じる。
本発明で示すアニオン系界面活性剤のＨＬＢは、下記式で示されるグリフィンの式によっ
て算出されたものである。
ＨＬＢ値＝２０×（親水基部分の分子量）/（界面活性剤の分子量）
【００６６】
＜水溶性有機溶剤＞
　水溶性有機溶剤としては、以下のものが例示されるが，これらに限定されるものではな
い。
　例えば、エチレングリコール、ジエチレングリコール、１，３－ブタンジオール、３－
メチル－１，３－ブタンジオール、トリエチレングリコール、ポリエチレングリコール、
ポリプロピレングリコール、１，５－ペンタンジオール、１，６－ヘキサンジオール、グ
リセリン、１，２，６－ヘキサントリオール、２－エチル－１，３－ヘキサンジオール、
エチル１，２，４－ブタントリオール、１，２，３－ブタントリオール、ペトリオール等
の多価アルコール類、エチレングリコールモノエチルエーテル、エチレングリコールモノ
ブチルエーテル、ジエチレングリコールモノメチルエーテル、ジエチレングリコールモノ
エチルエーテル、ジエチレングリコールモノブチルエーテル、テトラエチレングリコール
モノメチルエーテル、プロピレングリコールモノエチルエーテル等の多価アルコールアル
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キルエーテル類、エチレングリコールモノフェニルエーテル、エチレングリコールモノベ
ンジルエーテル等の多価アルコールアリールエーテル類、２－ピロリドン、Ｎ－メチル－
２－ピロリドン、Ｎ－ヒドロキシエチル－２－ピロリドン、１，３－ジメチルイミダゾリ
ジノン、ε－カプロラクタム、γ－ブチロラクトン等の含窒素複素環化合物、ホルムアミ
ド、Ｎ－メチルホルムアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド等のアミド類、モノエタノ
ールアミン、ジエタノールアミン、トリエチルアミン等のアミン類、ジメチルスルホキシ
ド、スルホラン、チオジエタノール等の含硫黄化合物、プロピレンカーボネイト、炭酸エ
チレン等である。これらの水溶性有機溶剤は、単独または２種類以上混合して使用するこ
とができる。
　前記の中でも、１，３－ブタンジオール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコ
ール及び／またはグリセリンを含むことが水分蒸発による吐出不良を防止する上で優れた
効果が得られる。
【００６７】
水溶性有機溶剤の添加量は、インク総量に対して１０重量%～５０重量%が好ましく、２０
～４０重量%がより好ましい。
添加量が前記範囲内にあるとき、インクジェット記録装置内では水分蒸発によるインク増
粘が抑制され、また記録媒体に着弾時には水分蒸発によるインク増粘で画像にじみが抑制
され高画質な記録物を得ることができる。
前記添加量が１０重量％未満であると、インクが水分蒸発し易くなり、インクジェット記
録装置内のインク供給系でインクの水分蒸発により増粘インク詰まり等が生じることがあ
る。前記添加量が５０重量%より多いと、インクを所望の粘度にするために顔料や樹脂等
の固形分の減量が必要なことがあり、その場合記録物の画像濃度が低下することがある。
また、前記含有量が５０重量%以上であると、インクジェット記録装置内では増粘インク
詰まりは発生しにくくなるが、一方で記録媒体に着弾時にもインク増粘しにくくなりブリ
ードが発生し易くなる。
【００６８】
＜樹脂エマルジョン＞
本発明のインクは、顔料の分散安定性の向上のため樹脂エマルジョンを含むことができ、
自己乳化型ウレタン樹脂エマルジョンであることが好ましい。
　具体的には、ＳＦ４６０、ＳＦ４６０Ｓ、ＳＦ４２０、ＳＦ１１０、ＳＦ３００、ＳＦ
３６１（ウレタン系樹脂エマルジョン；いずれも日本ユニカー株式会社製）、Ｗ５０２５
、Ｗ５６６１（ウレタン系樹脂エマルジョン；三井武田ケミカル株式会社製）などが挙げ
られる。
【００６９】
樹脂エマルジョンの添加量は、固形分で０．５重量％～５重量％であることが好ましい。
０．５重量％未満の場合、顔料の分散安定性が不十分になることがある。また、５．０重
量%以上の場合、インク中の固形分量が多くなりインク粘度が増加して吐出が困難になる
ことがある。
【００７０】
図１は本発明のインク組成物を収容した記録液収容部を備えたインクカートリッジを搭載
するシリアル型インクジェット記録装置の機構部の概略正面図である。このインクジェッ
ト記録装置の機構部は、両側の側板（１）、（２）間に主支持ガイドロッド（３）及び従
支持ガイドロッド（４）を略水平な位置関係で横架し、これらの主支持ガイドロッド（３
）及び従支持ガイドロッド（４）でキャリッジユニット（５）を主走査方向に摺動自在に
支持している。キャリッジユニット（５）には、それぞれイエロー（Ｙ）インク、マゼン
タ（Ｍ）インク、シアン（Ｃ）インク、ブラック（Ｂｋ）インクをそれぞれ吐出する４個
のヘッド（６）を、その吐出面（ノズル面）（６ａ）を下方に向けて搭載し、またキャリ
ッジユニット（５）のヘッド（６）の上側には４個のヘッド（６）に各々インクを供給す
るための各色のインク供給体である４個のインクカートリッジ（７Ｙ）、（７Ｍ）、（７
Ｃ）、（７Ｂｋ）を交換可能に搭載している。
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【００７１】
そして、キャリッジユニット（５）は主走査モータ（８）で回転される駆動プーリ（駆動
タイミングプーリ）（９）と従動プーリ（アイドラプーリ）（１０）との間に張装したタ
イミングベルト（１１）に連結して、主走査モータ（８）を駆動制御することによってキ
ャリッジ（５）、即ち４個のヘッド（６）を主走査方向に移動するようにしている。
【００７２】
また、側板（１）、（２）をつなぐ底板（１２）上にサブフレーム（１３）、（１４）を
立設し、このサブフレーム（１３）、（１４）間に用紙（１６）を主走査方向と直交する
副走査方向に送るための搬送ローラ（１５）を回転自在に保持している。そして、サブフ
レーム（１４）側方に副走査モータ（１７）を配設し、この副走査モータ（１７）の回転
を搬送ローラ（１５）に伝達するために、副走査モータ（１７）の回転軸に固定したギヤ
（１８）と搬送ローラ（１５）の軸に固定したギヤ（１９）とを備えている。
【００７３】
さらに、側板（１）とサブフレーム（１３）との間には、ヘッド（６）の信頼性維持回復
機構（以下、「サブシステム」という。）（２１）を配置している。サブシステム（２１
）は、各ヘッド（６）の吐出面をキャッピングする４個のキャップ手段（２２）をホルダ
（２３）で保持し、このホルダ（２３）をリンク部材（２４）で揺動可能に保持して、キ
ャリッジユニット（５）の主走査方向の移動でホルダ（２３）に設けた係合部（２５）に
キャリッジユニット（５）が当接することで、キャリッジユニット（５）の移動に従って
ホルダ（２３）がリフトアップしてキャップ手段（２２）でインクジェットヘッド（６）
の吐出面（６ａ）をキャッピングし、キャリッジユニット（５）が印写領域側へ移動する
ことで、キャリッジユニット（５）の移動に従ってホルダ（２３）がリフトダウンしてキ
ャップ手段（２２）がインクジェットヘッド（６）の吐出面（６ａ）から離れるようにし
ている。
【００７４】
なお、キャップ手段（２２）は、それぞれ吸引チューブ（２６）を介して吸引ポンプ（２
７）に接続すると共に、大気開放口を形成して、大気開放チューブ及び大気開放バルブを
介して大気に連通している。また、吸引ポンプ（２７）は吸引した廃液を、ドレインチュ
ーブ等を介して図示しない廃液貯留槽に排出する。
【００７５】
さらに、ホルダ（２３）の側方には、インクジェットヘッド（６）の吐出面（６ａ）をワ
イピングする繊維部材、発泡部材或いはゴム等の弾性部材からなるワイピング手段である
ワイパブレード（２８）をブレードアーム（２９）に取付け、このブレードアーム（２９
）は揺動可能に軸支し、図示しない駆動手段で回動されるカムの回転によって揺動させる
ようにしている。
【００７６】
次に、インクカートリッジ７について図２、図３を参照して説明する。ここで、図２は記
録装置に装填する前のインクカートリッジの外観斜視図、図３はインクカートリッジの正
断面図である。インクカートリッジ７は、図３に示すように、カートリッジ本体（４１）
内に所要の色のインクを吸収させたインク吸収体（４２）を収容してなる。カートリッジ
本体４１は、上部に広い開口を有するケース（４３）の上部開口に上蓋部材（４４）を接
着又は溶着して形成したものであり、例えば樹脂成型品からなる。また、インク吸収体（
４２）は、ウレタンフォーム体等の多孔質体からなり、カートリッジ本体（４１）内に圧
縮して挿入した後、インクを吸収させている。
【００７７】
カートリッジ本体（４１）のケース（４３）底部には記録ヘッド（６）へインクを供給す
るためのインク供給口（４５）を形成し、このインク供給口（４５）内周面にはシールリ
ング４６を嵌着している。また、上蓋部材（４４）には大気開放口（４７）を形成してい
る。そして、カートリッジ本体（４１）には、装填前の状態で、インク供給口４５を塞ぐ
と共に装填時や輸送時などのカートリッジ取扱い時、或いは真空包装時による幅広側壁に
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、キャップ部材（５０）を装着している。
【００７８】
また、大気開放口（４７）は、図２に示すように、酸素透過率が１００ｍｌ／ｍ2以上の
フィルム状シール部材（５５）を上蓋部材（４４）に貼着してシールしている。このシー
ル部材（５５）は大気開放口（４７）と共にその周囲に形成した複数本の溝（４８）をも
シールする大きさにしている。このように大気開放口（４７）を酸素透過率が１００ｍｌ
／ｍ2以上のシール部材（５５）でシールすることで、インクカートリッジ７を透気性の
ないアルミラミネートフィルム等の包装部材を用いて減圧状態で包装することにより、イ
ンク充填時やインク吸収体（４２）とカートリッジ本体（４１）との間に生じる空間Ａ（
図３参照）にある大気のためにインク中に気体が溶存したときでも、シール部材（５５）
を介してインク中の空気が真空度の高いカートリッジ本体（４１）外の包装部材との間の
空間に排出され、インクの脱気度が向上する。
【００７９】
また、図４には、本発明のインク組成物を収容したインク収容部と、インク滴を吐出させ
るためのヘッド部を備えたインクカートリッジの構成例を示し、説明する。
【００８０】
すなわち、記録ユニット（３０）は、シリアルタイプのものであり、インクジェットヘッ
ド（６）と、このインクジェットヘッド（６）に供給されるインクを収容するインクタン
ク（４１）と、このインクタンク（４１）内を密閉する蓋部材とで主要部が構成される。
インクジェットヘッド（６）には、記録液を吐出するための多数のノズル（３２）が形成
されている。インクはインクタンク（４１）から、図示しないインク供給管を介して、や
はり図示しない共通液室へと導かれ、電極（３１）より入力される記録装置本体からの電
気信号に応じて、ノズル（３２）より吐出される。このようなタイプの記録ユニットは、
構成上、安価に製造できるタイプのヘッド、いわゆるサーマル方式、バブル方式と呼ばれ
る、熱エネルギーを駆動の動力源とするヘッドに適した構造である。また、本発明のイン
ク組成物は、熱エネルギーを作用させてインク吐出を行なう記録方法のみならず、力学的
エネルギーを作用させてインク吐出を行なう記録方法においても適している。
【００８１】
ここでは、前述のようなシリアル型インクジェット記録装置を説明したが、本発明のイン
ク組成物は、ノズルを千鳥など任意の配列で、目的とする画像の解像度と同じか数分の１
程度の密度に集積し、記録媒体の幅以上に配列させた、いわゆるラインヘッドを有する記
録装置に適用することも可能である。
【００８２】
また、ここでいう記録装置とは、ＰＣやデジタルカメラ用の出力プリンタのみならず、フ
ァックスやスキャナ、電話などと組み合わせた複合的な機能を有する装置であっても構わ
ない。
【実施例】
【００８３】
　以下、本発明を実施例により詳細に説明するが、本発明は下記実施例に限定されるもの
ではない。
【００８４】
＜界面活性剤分散型顔料分散体の調整＞
（１）ブラック分散体Ａ
カーボンブラック（NIPEX150－IQ、degussa社製、ガスブラック）・・・２００質量部
下記式（６）で表される界面活性剤Ａ（化合物（１）-１のナトリウム塩、アニオン性、
ＨＬＢ＝１８）・・・５０質量部
蒸留水・・・７５０質量部
【００８５】
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【化９】

上記の混合物をプレミックスした後、ビーズミル分散機（寿工業株式会社製、UAM－０１
５）を用い、直径０．０３ｍｍのジルコニアビーズで周速１０ｍ／ｓ、液温３０℃で１５
分間分散した後、遠心分離機（久保山商事株式会社製、Model－３６００）で粗大粒子を
遠心分離してブラック顔料分散体Aを得た。
【００８６】
（２）シアン分散体Ａ
上記ブラック分散体Ａのカーボンブラック顔料をピグメントブルー１５：３に変更したほ
かはブラック分散体Ａと同様にしてシアン顔料分散体Ａを得た。
【００８７】
（３）マゼンタ分散体Ａ 
上記ブラック分散体Ａのカーボンブラック顔料をピグメントレッド１２２に変更したほか
はブラック分散体Ａと同様にしてマゼンタ顔料分散体Ａを得た。
【００８８】
（４）イエロー分散体Ａ 
上記ブラック分散体Ａのカーボンブラック顔料をピグメントイエロー７４に変更したほか
はブラック分散体Ａと同様にしてイエロー顔料分散体Ａを得た。
【００８９】
（５）ブラック分散体Ｂ
上記ブラック分散体Ａの界面活性剤を下記式（７）で表される界面活性剤Ｂ（化合物（１
）-５のアンモニウム塩、アニオン性、ＨＬＢ＝１７）に変更したほかはブラック分散体
Ａと同様にしてブラック顔料分散体Bを得た。
【００９０】
【化１０】

【００９１】
（６）シアン分散体Ｂ
上記ブラック分散体Ｂのカーボンブラック顔料をピグメントブルー１５：３に変更したほ
かはシアン分散体Ｂと同様にしてシアン顔料分散体Ｂを得た。
【００９２】
（７）マゼンタ分散体Ｂ
上記ブラック分散体Ｂのカーボンブラック顔料をピグメントレッド１２２に変更したほか
はブラック分散体Ｂと同様にしてマゼンタ顔料分散体Ｂを得た。
【００９３】
（８）イエロー分散体Ｂ
上記ブラック分散体Ｂのカーボンブラック顔料をピグメントイエロー７４に変更したほか
はブラック分散体Ｂと同様にしてイエロー顔料分散体Ｂを得た。
【００９４】
（９）ブラック分散体Ｃ
上記ブラック分散体Ａの分散剤を下記式（８）で表される界面活性剤Ｃ（化合物（１）-
１、ノニオン性、ＨＬＢ＝１４）に変更したほかはブラック分散体Ａと同様にしてブラッ
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ク顔料分散体Ｃを得た。
【００９５】
【化１１】

【００９６】
（１０）シアン分散体Ｃ
上記ブラック分散体Ｃのカーボンブラック顔料をピグメントブルー１５：３に変更したほ
かはブラック分散体Ｃと同様にしてシアン顔料分散体Ｃを得た。
【００９７】
（１１）マゼンタ分散体Ｃ
上記ブラック分散体Ｃのカーボンブラック顔料をピグメントレッド１２２に変更したほか
はブラック分散体Ｃと同様にしてマゼンタ顔料分散体Ｃを得た。
【００９８】
（１２）イエロー分散体Ｃ
上記ブラック分散体Ｃのカーボンブラック顔料をピグメントイエロー７４に変更したほか
はブラック分散体Ｃと同様にしてイエロー顔料分散体Ｃを得た。
【００９９】
（１３）ブラック分散体Ｄ
上記ブラック分散体Ａの界面活性剤を下記式（９）で表される界面活性剤Ｄ（アニオン性
、ＨＬＢ＝１１）に変更したほかはブラック分散体Ａと同様にしてブラック顔料分散体Ｄ
を得た。
【０１００】

【化１２】

【０１０１】
（１４）シアン分散体Ｄ
上記ブラック分散体Ｄのカーボンブラック顔料をピグメントブルー１５：３に変更したほ
かはブラック分散体Ｄと同様にしてシアン顔料分散体Ｄを得た。
【０１０２】
（１５）マゼンタ分散体Ｄ
上記ブラック分散体Ｄのカーボンブラック顔料をピグメントレッド１２２に変更したほか
はブラック分散体Ｄと同様にしてマゼンタ顔料分散体Ｄを得た。
【０１０３】
（１６）イエロー分散体Ｄ
上記ブラック分散体Ｄのカーボンブラック顔料をピグメントイエロー７４に変更したほか
はブラック分散体Ｄと同様にしてイエロー顔料分散体Ｄを得た。
【０１０４】
（１７）ブラック分散体Ｅ
上記ブラック分散体Ａにて使用する分散剤を下記式（１０）で表される界面活性剤Ｅ（式
（１）とは異なる構造のアニオン性界面活性剤；ＨＬＢ＝１３）に変更したほかはブラッ
ク分散体Ａと同様にしてブラック顔料分散体Ｅを得た。
【０１０５】

【化１３】

【０１０６】
（１８）シアン分散体Ｅ
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上記ブラック分散体Ｅのカーボンブラック顔料をピグメントブルー１５：３に変更したほ
かはブラック分散体Ｅと同様にしてシアン顔料分散体Ｅを得た。
【０１０７】
（１９）マゼンタ分散体Ｅ
上記ブラック分散体Ｅのカーボンブラック顔料をピグメントレッド１２２に変更したほか
はブラック分散体Ｅと同様にしてマゼンタ顔料分散体Ｅを得た。
【０１０８】
（２０）イエロー分散体Ｅ
上記ブラック分散体Ｅのカーボンブラック顔料をピグメントイエロー７４に変更したほか
はブラック分散体Ｅと同様にしてイエロー顔料分散体Ｅを得た。
【０１０９】
＜樹脂被覆型顔料分散体の調整＞
（２１）ブラック分散体Ｆ
（ポリマー溶液の調整） 
機械式攪拌機、温度計、窒素ガス導入管、還流管及び滴下ロートを備えた１Ｌフラスコ内
を十分に窒素ガスで置換した後、スチレン１１．２ｇ、アクリル酸２．８ｇ、ラウリルメ
タクリレート１２．０ｇ、ポリエチレングリコールメタクリレート４．０ｇ、スチレンマ
クロマー（東亜合成（株）製、商品名：ＡＳ－６）４．０ｇ及びメルカプトエタノール０
．４ｇを仕込み、６５℃に昇温した。
次にスチレン１００．８ｇ、アクリル酸２５．２ｇ、ラウリルメタクリレート１０８．０
ｇ、ポリエチレングリコールメタクリレート３６．０ｇ、ヒドロキシエチルメタクリレー
ト６０．０ｇ、スチレンマクロマー（東亜合成（株）製、商品名：ＡＳ－６）３６．０ｇ
、メルカプトエタノール３．６ｇ、アゾビスジメチルバレロニトリル２．４ｇ及びメチル
エチルケトン１８ｇの混合溶液を２．５時間かけてフラスコ内に滴下した。
滴下終了後、アゾビスジメチルバレロニトリル０．８ｇ及びメチルエチルケトン１８ｇの
混合溶液を０．５時間かけてフラスコ内に滴下した。６５℃で１時間熟成した後、アゾビ
スジメチルバレロニトリル０．８ｇを添加し、更に１時間熟成した。
反応終了後、フラスコ内に、メチルエチルケトン３６４ｇを添加し、濃度が５０％のポリ
マー溶液８００ｇを得た。 
【０１１０】
（カーボンブラック顔料含有樹脂被覆型顔料分散体の調整） 
前記ポリマー溶液２８ｇとカーボンブラック顔料（キャボットスペシャリティケミカルス
社製　Ｍｏｎａｒｃｈ８８０）２６ｇ、１ｍｏｌ／Ｌの水酸化カリウム溶液１３．６ｇ、
メチルエチルケトン２０ｇ、イオン交換水３０ｇを十分に攪拌した後、三本ローロミルを
用いて混練した。得られたペーストをイオン交換水２００ｇに投入し、十分に攪拌した後
、エバポレーターを用いてメチルエチルケトンおよび水を留去し、５μｍのフィルター（
アセチルセルロース膜）で濾過して粗大粒子を除去することによって、ブラック顔料分散
体Ｆを得た。
【０１１１】
（２２）シアン分散体Ｆ
上記ブラック分散体Ｆのカーボンブラック顔料をピグメントブルー１５：３に変更したほ
かはブラック分散体Ｆと同様にしてシアン顔料分散体Ｆを得た。
【０１１２】
（２３）マゼンタ分散体Ｆ
上記ブラック分散体Ｆのカーボンブラック顔料をピグメントレッド１２２に変更したほか
はブラック分散体Ｆと同様にしてマゼンタ顔料分散体Ｆを得た。
【０１１３】
（２４）イエロー分散体Ｆ
上記ブラック分散体Ｆのカーボンブラック顔料をピグメントイエロー７４に変更したほか
はブラック分散体Ｆと同様にしてイエロー顔料分散体Ｆを得た。
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【０１１４】
（２５）マゼンタ分散体Ｇ
　上記マゼンタ分散体Ａにおいて界面活性剤Ａの量を４２０質量部とした他はマゼンタ分
散体Ａと同様にしてマゼンタ分散体Ｇを得た。
【０１１５】
（２６）イエロー分散体Ｇ
　上記イエロー分散体Ａにおいて界面活性剤Ａの量を１５質量部とした他はイエロー分散
体Ａと同様にしてイエロー分散体Ｇを得た。
【０１１６】
上記分散体の５０％平均粒径を、２３℃、５５％ＲＨの環境下、日機装株式会社製マイク
ロトラックＵＰＡで動的光散乱法により測定した結果を以下に示す。
【０１１７】
【表１】

【０１１８】
【表２】

【０１１９】
＜インクの製造＞
下記の表に示す処方によりインクを調製し、１時間３０分撹拌後、孔径０．８μｍのメン
ブレンフィルターでろ過し、インクを得た。なお、分散体の重量％は固形分量である。
得られたインクを以下の方法により評価した。評価結果を表３～７に示す。
【０１２０】
＜保存安定性評価＞
各インクをインクカートリッジに充填し、６５℃で３週間保存する際の保存前後のインク
の粘度をR型粘度計（東機産業製RE80L）にて測定を行い、インクの粘度変化率を算出して
以下の基準で評価した。○までが許容範囲である。
［評価基準］
◎：５％未満
○：５％以上１０％未満
△：１０％以上１５％未満
×：１５％以上
【０１２１】
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＜吐出安定性評価＞
インクジェットプリンタ（リコー製IPSiO　ＧＸ５０００）に作成したインクを充填し、
プリンタ動作中にキャップ、クリーニング等が行われないでどれだけの時間印字休止して
も復帰できるかを調べ、どれだけの時間休止すると噴射方向がずれるか、あるいは吐出液
滴の重量が変化するかをもって、以下の基準で評価した。○までが許容範囲である。
[評価基準]
 ◎：休止時間が６００秒以上
 ○：休止時間が１２０秒以上、６００秒未満
 △：休止時間が３０秒以上、１２０秒未満
 ×：休止時間が３０秒未満
【０１２２】
＜耐擦過性＞
インクジェットプリンタ（リコー製ＩＰＳｉＯ　ＧＸ５０００）に作成したインクを充填
し、Type6200紙（株式会社NBSリコー製）に600dpiの解像度で印字を行った。印字乾燥後
、綿布で印字部を１０回擦り、綿布への転写具合を目視観察し、下記基準により評価した
。○までが許容範囲である。
[評価基準]
 ◎：綿布への顔料転写は全く見られない
 ○：綿布への顔料転写がわずかに見られる
 △：綿布への明らかな顔料転写が見られる
 ×：綿布への著しい顔料転写が見られる
【０１２３】
＜耐マーカー性＞
インクジェットプリンタ（リコー製ＩＰＳｉＯ　ＧＸ５０００）に作成したインクを充填
し、Type6200紙（株式会社NBSリコー製）に600dpiの解像度で印字を行った。印字乾燥後
、蛍光マーカー（三菱鉛筆株式会社製、PROPUS2）で印字部をなぞり、顔料が取れること
によって発生する汚れ具合を目視観察し、下記基準により評価した。○までが許容範囲で
ある。
[評価基準]
 ◎：色落ちによる汚れが全く見られない
 ○：色落ちによる汚れがわずかに見られる
 △：色落ちによる汚れが明らかである
 ×：マーカーに沿って著しく汚れが広がっている
【０１２４】
＜画像濃度＞
インクジェットプリンタ（リコー製、ＩＰＳｉＯ　GX５０００）に作成したインクを充填
し、２５℃、５０％ＲＨ環境下、Type6200紙（株式会社NBSリコー製）にワンパスでベタ
印字を行った。ベタ画像の測色をＸ－Ｒｉｔｅ９３８（Ｘ－Ｒｉｔｅ社製）にて行い、以
下の基準で評価した。○までが許容範囲である。
[評価基準]
 ◎：画像濃度１．０以上
 ○：画像濃度０．８以上、１．０未満
 △：画像濃度０．６以上、０．８未満
 ×：画像濃度０．６未満
【０１２５】
＜色境界滲み＞
インクジェットプリンタ（リコー製ＩＰＳｉＯ　ＧＸ５０００）に作成したインクを充填
し、Type6200紙（株式会社NBSリコー製）に600dpiの解像度で印字を行った。印字乾燥後
、異なる色間の境界滲み（ブリード）を目視観察し、下記基準によって評価した。○まで
が許容範囲である。
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[評価基準]
 ◎：全く滲みの発生がなく、鮮明な画像である
 ○：ごくわずかにひげ状の滲みが発生している
 △：明らかな滲みが発生している
 ×：文字の輪郭がはっきりしないほど滲みが発生している
【０１２６】
【表３】

【０１２７】
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【表４】

【０１２８】
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【表５】

【０１２９】
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【表６】

【０１３０】
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【表７】

【０１３１】
実施例１～８では、全ての項目において良好な性能を得られることが分かる。
比較例１～４は吐出安定性に優れるが、保存安定性が劣り、樹脂被覆型顔料分散体を含ま
ないため画像堅牢性に劣る。
比較例５～８は保存安定性に優れるが、吐出安定性に劣る。
比較例９～１２は、ノニオン系分散剤で分散された活性剤分散型顔料分散体と樹脂被覆型
顔料分散体の組み合わせたものであり、吐出、保存安定性に優れるが、アニオン性のとき
のような紙面上における凝集効果がないため、画像濃度や画像滲みは実施例のレベルに至
らない。
比較例１３～１６は、本発明の界面活性剤と同様な構造を有するがＨＬＢが低いアニオン
系界面活性剤で分散された界面活性剤分散型顔料分散体と、樹脂被覆型顔料分散体の組み
合わせたものであり、界面活性剤の分散能が低いため、保存安定性も吐出安定性も低い。
比較例１７～２０は、本発明の界面活性剤の構造以外のアニオン系界面活性剤で分散され
た界面活性剤分散型顔料分散体と、樹脂被覆型顔料分散体の組み合わせであり、比較例１
３～１６と同様、分散剤の分散能が充分でないため、保存安定性も吐出安定性も低い。
【符号の説明】
【０１３２】
１、２ 側板
３ 主支持ガイドロッド
４ 従支持ガイドロッド
５ キャリッジユニット
６ インクジェットヘッド
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６ａ 吐出面
７、７Ｙ、７Ｍ、７Ｃ、７Ｂｋ インクカートリッジ
８ 主走査モータ
９ 駆動プーリ
１０ 従動プーリ
１１ タイミングベルト
１２ 底板
１３、１４ サブフレーム
１５ 搬送ローラ
１６ 用紙
１７ 副走査モータ
１８、１９ ギア
２１ サブシステム
２２ キャップ手段
２３ ホルダ
２４ リンク部材
２５ 係合部
２６ 吸引チューブ
２７ 吸引ポンプ
２８ ワイパーブレード
２９ ブレードアーム
３０ 記録ユニット
３１ 電極
３２ ノズル
４１ カートリッジ本体（インクタンク）
４２ インク吸収体
４３ ケース
４４ 上蓋部材
４５ インク供給口
４６ シールリング
４７ 大気開放口
４８ 溝
５０ キャップ部材
５５ フィルム状シール部材
Ａ 空間
【先行技術文献】
【特許文献】
【０１３３】
【特許文献１】特開２００１－８１３７２号公報
【特許文献２】特開２００３－３２７８８０号公報
【特許文献３】特開２００９－１４９７５８号公報
【特許文献４】特開２００９－１４９８１５号公報
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【図３】

【図４】
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